
どうどう
お考えか？お考えか？

どう
お考えか？

Ｐ６Ｐ６Ｐ６

№97
熊本県多良木町議会発行

６月定例議会６月定例議会６月定例議会
ここからここから
　始まる・

・・
　始まる・

・・ここから
　始まる・

・・

Ｐ２　正副議長あいさつＰ２　正副議長あいさつ
Ｐ３　委員会構成決まる！Ｐ３　委員会構成決まる！

Ｐ15　国へ主軸事業陳情Ｐ15　国へ主軸事業陳情

Ｐ２　正副議長あいさつ
Ｐ３　委員会構成決まる！

Ｐ15　国へ主軸事業陳情

８人が問う！８人が問う！８人が問う！



PQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQR
`                            ab
`                            ab
`                            ab
`                            ab
`                            ab
`                            ab
`                            ab
`                            ab
`                            ab
`                            ab
`                            ab
`   　　   a　　                 ab
`                            ab
`   　　   a　　                 ab
`                            ab
`                            ab
`                            ab
`                            ab
`                            ab
`                            ab
pQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQqr

PQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQR
`                            ab
`                            ab
`                            ab
`                            ab
`                            ab
`                            ab
`                            ab
`                            ab
`                            ab
`                            ab
`                            ab
`   　　   a　　                 ab
`                            ab
`   　　   a　　                 ab
`                            ab
`                            ab
`                            ab
`                            ab
`                            ab
`                            ab
pQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQqr

たらぎ議会だより　第97号／２

挨　
　

拶

　　　　　　　　　暑い日々が続きますが、町民の皆様にはご健勝のことと存じ、

　　　　　　　　暑中お見舞い申し上げます。

　この度、五月の初議会におきまして、議員の皆様方のご推挙を賜り、多良木町議

会議長の要職に就かせていただくことになりました。身に余る光栄と存ずる次第で

ございます。

　私は、議員経験年数も浅く、浅学非才の身ではありますが、ここに議長の役職を

お引き受けしました上は、身を挺してそのご厚情に対し報いるよう覚悟を新たにし

ているところであります。

　議会運営につきましては、中立・公平公正な立場に立ち、議会運営委員会の意見

を尊重しながら住民の意見を反映した政策提言等課題解決に向けた議論を深め、更

なる定住促進に向け、地方創生の推進に議会としても前向きに取り組み、 議会改革

も視野に入れ、町民の皆様から信頼される責任のある議会にし、活力ある町づくり

と住民福祉の向上を目指し、町政発展に誠心誠意努力する所存でございます。

　町民の皆様におかれましては、これまで同様、議会に対しまして深いご理解とご

協力を賜りますようよろしくお願い申し上げまして、議長の就任挨拶といたします。

信頼される責任ある議会に

議　長　村　 山　 　昇

公正なそして町民の為の論議を

副議長　林 田　俊 策
　　　　　　　　　議員の皆様方の選挙により、多良木町議会副議長の重職に就か

　　　　　　　　せていただく事ができまして、誠にありがとうございます。想い

も寄らぬ重職であり、謹んでお受けいたしたいと思います。

　私は議員経験が十年にはなりますがまだまだ勉強不足で多少の不安感があると同

時にその責務の重さを痛感しているところでございます。

　皆様方の期待に副うべく誠心誠意努力しその職務をまっとうする覚悟でおります。

　議長とともに議会が公正にそして町民のためにおおいに論議する場としてまた、

議会の使命を肝に銘じ議会運営出来る様頑張りたいと思っています。

　町民の皆様方のため議員の皆様とともにより良い町を作るべくお誓い申しあげ、

また、皆様方の一層のご支援とご指導を賜りますようお願い申し上げて副議長の挨

拶とさせていただきます。

動 議会人事決まる!! 
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補
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　歳入歳出それぞれ 49,585 千円を追加し、歳入歳出の総額を
6,068,306 千円とした。

◎葉たばこ共同育苗施設管理棟
改修事業補助　　　　　　

1,663千円

件 名 及 び 要 旨

多良木町生涯学習センター設置に
ついての要望書

町道永谷線高尾地区の道路改良に
ついての要望書

黒肥地小川地区農道舗装等につい
ての陳情書

農道舗装についての要望書

提出者の住所・氏名

多良木町商工会
　会　長 味岡　和國
　副会長 彌永　　磨
　副会長 宮本　　厚

黒肥地東９区
区長　中野 繁盛　ほか署名者29名

黒肥地８区
区長　新堀 文夫　ほか署名者28名

多良木９区の２
区長　林田　 忠　ほか署名者６名

付託委員会

厚生環境文教

総 務 産 業

厚生環境文教

総 務 産 業

みなさんからの陳情・要望

備 考

継 続

採 択

採 択

採 択

◎くまもと稼げる園芸産地
育成対策事業補助　　

11,202千円

※敬称略

KKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKK
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繰
越
明
許
費 一般会計繰越明許費繰越計算書

事　　業　　名 翌年度繰越額

※繰越明許費が多い主な理由は、26年度末に交付金の配分がなされたため。

再生可能エネルギー等導入事業費
消費喚起プレミアム商品券発行事業費
低所得者生活支援事業費
多良木町総合戦略策定事業費
移住定住促進・結婚支援事業費
無料職業紹介事業費
観光振興事業費
未利用木材活用促進事業費
木材需要拡大推進事業費
地域活性化住宅リフォーム助成事業費
木質バイオマス利用施設整備事業費
経営体育成支援事業費
青年就農給付金事業費
飲食店マップ作成事業費
町道維持修繕事業費
町道湯原線整備事業費
町道小田原庚申線整備事業費
社会資本整備総合交付金道路事業費
林業用施設等災害復旧事業費

　　　合　　　　計

・・・・・・・・・   18,566 千円
・・・・・・   20,650 千円

・・・・・・・・・・・・・・   5,407 千円
・・・・・・・・・・・・   9,972 千円
・・・・・・・・・・・   5,030 千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・   1,863 千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   4,326 千円

・・・・・・・・・・・・・   1,625 千円
・・・・・・・・・・・・・・   5,000 千円

・・・・・・・   10,000 千円
・・・・・・・   131,927 千円

・・・・・・・・・・・・・・・   3,286 千円
・・・・・・・・・・・・・・・   1,125 千円
・・・・・・・・・・・・・・・   250 千円

・・・・・・・・・・・・・・・・   4,499 千円
・・・・・・・・・・・・・・・   27,248 千円

・・・・・・・・・・・   28,500 千円
・・・・・・・・   47,450 千円

・・・・・・・・・・・   11,700 千円
・・・・・・・・・・・   338,427 千円

下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書
事　　業　　名 翌年度繰越額

流域関連公共下水道事業費 ・・・・・・・・・・・・   72,321 千円



_________________________

一
般
質
問

質
問 

「
地
方
創
生
」
概

要
と
基
本
的
考
え
は

松
本
総
務
課
長

国
は
人
口
減
少
対
策
と
地

域
経
済
縮
小
の
克
服
と
し

て
①
東
京
一
局
集
中
是
正
、

②
若
い
世
代
の
就
労
・
結

婚
・
子
育
て
希
望
の
実
現
、

③
地
域
の
特
性
に
即
し
地

ｰｱｱｱｱｱｱｱｱｱｱｲ
ﾀ ﾂ
ﾀ ﾂ
ﾀ ﾂ
ﾀ ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾐｱｱｱｱｱｱｱｱｱﾑﾒ

たらぎ議会だより　第97号／６

８人が町政を問う８人が町政を問う
～全ての質問事項～～全ての質問事項～
８人が町政を問う
～全ての質問事項～

１．林田俊策議員（６ページ）

　①　地方創生について
　②　行政座談会の報告は
　③　２７年度施政方針について

２．源嶋たまみ議員（６ページ）

　①　第５次多良木町総合開発計
　　画について
　②　槻木夢ビジョン実施計画に
　　ついて
　③　町民からの要望について

３．久保田武治議員（８ページ）

　①　学校給食費の半額助成につ
　　いて
　②　町政座談会について
　③　介護保険料について
　④　多良木高校存続について
　⑤　教科書問題について
　⑥　国営川辺川利水事業について

４．　佐信行議員（９ページ）

　①　企業誘致について
　②　地域環境の整備について
　③　農林業振興について
　④　地域振興策について

５．吉瀬浩一郎議員（10ページ）

　①　槻木夢ビジョンと槻木小学
　　校の今後の計画は
　②　ナビックあさぎり町移転計
　　画の現状把握
　③　多良木町子育て政策の比較
　　対象
　④　第９分団詰所土のう保管場
　　所整備

６．髙橋裕子議員（11ページ）

　①　施政方針について

７．中村正德議員（12ページ）

　①　今後の町政の取り組みにつ
　　いて伺いたい
　②　施政方針について

８．豊永好人議員（13ぺージ）

　①　多良木高校存続について
　②　公立多良木病院について
　③　地方創生について
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の
体
育
館
、
元
下
槻
木
小

質
問
　

槻
木
夢
ビ
ジ
ョ
ン

実
施
計
画
に
は
５
つ
の
視

点
か
ら
計
画
が
立
て
ら
れ

何
処
ま
で
実
施
さ
れ
る
つ

も
り
か
。

町
長
　

こ
の
計
画
に
つ
い

て
、
行
政
が
単
独
で
進
め

る
の
で
は
な
く
、
地
元
の

方
々
が
主
体
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
、
地
域
再
生
活

動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
前
提
と

し
て
、
地
元
と
の
協
議
、

そ
れ
か
ら
国
や
県
へ
の
補

学
校
の
体
育
館
を
避
難
場

所
に
指
定
し
て
い
る
。

質
問
　

土
砂
災
害
危
険
住

宅
移
転
促
進
事
業
が
あ
り
、

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
内
に
居
住

す
る
方
の
移
転
の
促
進
を

す
る
の
か
。

町
長
　

個
人
の
意
向
を
尊

重
し
、
行
政
と
し
て
大
き

な
働
き
か
け
は
考
え
て
い

な
い
。

質
問
　

槻
木
地
区
に
予
算

を
か
け
す
ぎ
る
と
い
う
意

見
が
多
い
が
。
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一
般
質
問

町
長
　

槻
木
に
予
算
を
か

け
す
ぎ
と
い
う
基
準
が
わ

か
ら
な
い
の
で
、
答
え
の

し
よ
う
が
な
い
が
、
な
ん

ら
偏
っ
て
や
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
均
衡
を
と

り
な
が
ら
や
っ
て
い
る
。

質
問
　

「
多
良
木
高
校
問

題
」 

の
今
後
の
方
針
は
。

町
長 

「
残
そ
う
協
議
会

総
会
」
を
終
え
て
「
あ
く

ま
で
も
施
設
設
備
を
学
校

と
し
て
存
続
す
る
」
方
向

性
を
出
し
、
今
後
県
主
催

の
「
活
用
検
討
委
員
会
」

に
参
加
し
て
い
く
。

質
問
　

町
民
間
で
は
「
消

防
署
新
築
」 「
専
門
学
校
」 

「
全
天
候
型
運
動
施
設
」 

と
言
う
声
が
あ
る
よ
う
だ

が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　

町
民
の
声
は
承
知

し
て
い
る
が
、
３
万
を
超

え
る
署
名
と
「
総
会
」
の

決
定
を
尊
重
し
た
い
と
思

う
。

Ｑ
「
座
談
会
」 

の
報
告
を

Ａ
「
対
応
し
て
行
政
参
加
の
実
感
」を

Ｑ
「
多
良
木
高
校
問
題
」 

の
今
後
は

Ａ
「
存
続
」 

と 「
総
会
」 

の
決
定
を
尊
重

たらぎ議会だより　第97号／７

質
問
　

大
久
保
地
区
圃
場

整
備
客
土
に
有
害
物
質
に

つ
い
て
書
か
れ
て
い
た
が
、

客
土
の
許
可
を
さ
れ
る
場

合
、
成
分
の
報
告
等
は
あ

る
の
か
。
ま
た
客
土
ま
で

の
手
続
き
の
流
れ
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
　

県
よ
り
関
係
者
に

搬
出
土
砂
の
安
全
性
に
つ

い
て
説
明
を
行
っ
た
上
で

工
事
に
取
り
か
か
っ
て
い

る
。

質
問
　

３
月
議
会
の
「
給

食
費
の
半
額
助
成
に
関
す

る
条
例
」
へ
の
再
議
に
つ

い
て
出
さ
れ
て
よ
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
の
か
。
ま
た
、

助
成
は
考
え
て
い
な
い
の

か
。

町
長
　

良
か
っ
た
、
悪
か

っ
た
か
と
い
う
判
断
が
適

当
な
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、

給
食
費
は
親
の
責
任
に
お

い
て
や
る
べ
き
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
今
後
も
給
食

費
の
半
額
助
成
は
考
え
て

い
な
い
。

Ｑ

給
食
費
の
半
額
助
成
は
！

Ａ

親
の
責
任
で
あ
り
、助
成
は

考
え
て
い
な
い
。

Ｑ

客
土
の
手
続
き
と
成
分
報
告
は

Ａ

説
明
し
、
整
備
に
着
工

質
問
　

行
政
座
談
会
の
報

告
を
伺
い
た
い
。

松
本
総
務
課
長

久
米
地
区
41
人
、
黒
肥
地

地
区
55
人
、
槻
木
地
区
28

人
、
多
良
木
地
区
２
回
で

77
人
の
べ
201
人
で
あ
る
。

全
体
的
に ｢

高
校
問
題｣

「
道
路
改
良
」
「
消
防
防

災
」「
旧
白
浜
旅
館
」「
河

川
管
理
」
等
が
あ
っ
た
。

質
問
　

座
談
会
を
終
え
て

の
町
長
の
感
想
と
今
後
の

対
処
は
。

町
長
　

農
繁
期
で
も
あ
り
、

出
席
者
が
少
な
い
と
言
う

感
想
を
も
っ
た
。
出
席
者

は
行
政
に
関
心
を
も
っ
て

お
ら
れ
、
執
行
部
と
し
て

は
４
項
目
の
説
明
に
し
ぼ

り
町
民
か
ら
は
質
問
・
要

望
を
受
け
た
。
意
見
交
換

し
な
が
ら
そ
れ
に
対
応
し

報
告
し
て
い
く
と
行
政
に

参
加
し
て
い
る
と
い
う
実

感
を
持
た
れ
る
と
思
う
。

____________________________________

い
な
い
。

源
嶋
た
ま
み
議
員

座談会風景 （久米地区）

残そう協議会総会

聞き取り調査の模様（槻木）



一
般
質
問

たらぎ議会だより　第97号／８

久
保
田
武
治
議
員

質
問
　

３
月
議
会
で
町
長

が
「
再
議
」
に
か
け
て
廃

案
に
な
っ
た
学
校
給
食
費

の
半
額
助
成
は
、
少
子
化

対
策
と
し
て
子
育
て
環
境

を
整
備
し
、
教
育
上
も
食

育
と
し
て
重
要
な
こ
と
。

ま
た
、
も
う
一
人
子
供
が

ほ
し
い
け
れ
ど
、
教
育
費

の
負
担
や
将
来
の
生
活
不

安
で
あ
き
ら
め
ざ
る
を
え

な
い
子
育
て
世
代
の
生
活

を
直
接
、
間
接
的
に
支
援

す
る
立
場
か
ら
、
郡
内
で

山
江
村
が
全
額
助
成
、
球

磨
村
で
も
半
額
助
成
を
実

現
し
、
さ
ら
に
人
吉
市
長

や
水
上
村
長
も
実
施
を
公

約
し
て
い
る
。
町
長
は
こ

の
よ
う
な
流
れ
を
ど
の
よ

う
に
判
断
さ
れ
る
か
。

町
長
　

私
は
子
供
が
食
べ

る
給
食
費
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
の
責
任
と
考
え
て

お
り
、
地
方
創
生
で
子
育

て
支
援
、
少
子
化
対
策
を

検
討
し
た
い
。

質
問 

「
再
議
」
と
い
う
の

は
、
政
治
生
命
を
か
け
て

お
こ
な
う
も
の
だ
が
、
再

度
議
会
が
提
案
し
、
学
校

給
食
費
の
助
成
が
成
立
し

た
場
合
、
ま
た
「
再
議
」

に
か
け
る
の
か
。

町
長 

「
再
議
」
と
い
う
も

の
は
、
重
い
も
の
な
の
で

議
会
と
相
談
し
な
が
ら
や

っ
て
い
き
た
い
。

江
村
で
は
現
在
、
全
16
行

政
区
で
開
催
中
で
あ
る
。

町
長
は
も
っ
と
各
行
政
区

に
直
接
足
を
運
び
、
膝
を

交
え
て
自
ら
の
ま
ち
づ
く

り
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
思
い
を

伝
え
、
町
民
の
声
を
聞
き
、

語
り
合
う
こ
と
が
よ
り
良

い
地
域
づ
く
り
、
町
づ
く

り
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

質
問
　

今
回
開
か
れ
た
行

政
座
談
会
は
５
会
場
で
201

名
の
参
加
で
あ
っ
た
。
内

容
に
つ
い
て
も
、
町
か
ら

の
説
明
が
長
い
。
町
長
は

「
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
」

と
の
感
想
で
あ
っ
た
が
、

錦
町
で
は
町
長
・
副
町
長

が
全
行
政
区
26
会
場
に
出

席
し
て
850
名
の
出
席
。
山

い
か
。
今
後
座
談
会
の
あ

り
方
を
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

町
長
　

な
か
な
か
参
加
し

て
頂
け
な
い
現
状
で
あ
る

が
、
住
民
の
声
を
聞
く
こ

と
は
大
切
だ
と
思
っ
て
い

る
。
地
域
に
配
置
し
て
い

る
行
政
担
当
者
を
通
し
て

把
握
し
な
が
ら
や
っ
て
い

る
。

保護者が負担すべきＡ

子育て・少子化対策として給食費の
半額補助できないかＱ

Ｑ

公
正
公
平
な
教
科
書
の
選
択
を

Ａ

先
入
観
を
持
た
ず
に
選
択
す
る

質
問
　

今
年
は
中
学
校
の

教
科
書
採
択
の
年
だ
が
、

現
在
、
憲
法
改
定
を
ね
ら

う
政
府
は
、
戦
前
の
歴
史

認
識
に
つ
い
て
、
教
科
書

に
政
府
見
解
を
載
せ
る
な

ど
、
教
育
へ
の
介
入
を
強

め
て
い
る
と
い
う
指
摘
が

あ
る
。
憲
法
を
守
り
、
未

来
を
担
う
児
童
・
生
徒
が

平
和
国
家
の
主
権
者
と
し

て
成
長
す
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
教
科
書
を
選
択
す
べ

き
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に

お
考
え
か
。

山
田
教
育
委
員
長

平
成
28
年
度
採
択
の

対
象
教
科
書
は
、
す

べ
て
教
科
書
検
定
に

合
格
し
て
お
り
、
先

入
観
を
持
た
ず
に
法

律
に
の
っ
と
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

住
民
の
声
を
聞
く
こ
と
は
大
切

Ａ

各
行
政
区
に
足
を
運
び
住
民
の
声
を

聞
く
べ
き
で
は

Ｑ

教科書見本本
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一
般
質
問

比
べ
県
南
へ
の
進
出
は
厳

し
い
の
で
現
在
、
地
域
資

源
と
な
る
農
林
産
物
の
加

工
工
場
な
ど
の
誘
致
に
転

換
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
木
材
を
利
用
し
た
バ

質
問
　

地
域
か
ら
の
要
望

に
対
し
て
の
現
状
は
。
ま

た
、
危
険
個
所
、
緊
急
車

両
が
通
れ
な
い
処
は
早
急

に
対
処
で
き
な
い
か
。

久
保
環
境
整
備
課
長

各
地
域
か
ら
の
町
道
、
集

落
道
の
整
備
に
つ
い
て
現

在
60
件
ほ
ど
要
望
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在

半
分
程
度
出
来
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
担
当
課
、
ま

た
上
球
磨
消
防
組
合
と
も

イ
オ
マ
ス
チ
ッ
プ
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、

森
林
組
合
委
託
だ
け
で
な

く
他
の
林
業
家
へ
の
委
託

も
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

岡
本
企
画
観
光
課
長

誘
致
企
業
用
地
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
町
有
林
の
一

部
と
民
有
地
を
検
討
し
て

い
る
。

質
問
　

本
町
で
も
年
々
雇

用
の
場
が
減
少
し
つ
つ
あ

る
が
、
企
業
誘
致
雇
用
創

出
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
か
。

町
長
　

い
ま
の
社
会
状
況

で
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る

が
、
管
内
10
市
町
村
で
人

吉
球
磨
企
業
誘
致
連
絡
協

議
会
に
参
加
し
な
が
ら
、

ま
た
、
町
独
自
で
も
努
カ

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

過
去
３
年
間
で
４
社
ほ
ど

企
業
訪
問
等
を
し
て
い
る

が
、
当
初
は
自
動
車
産
業
、

Ｉ
Ｔ
半
導
体
産
業
等
を
訪

問
し
て
い
た
が
、
県
北
に

検
討
し
な
が
ら
優
先
順
位

を
つ
け
て
整
備
を
や
っ
て

い
き
た
い
。

済
の
シ
ス
テ
ム
導
入
も
含

め
都
市
部
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
す

る
準
備
を
し
て
い
る
。

質
問
　

ふ
る
さ
と
納
税
の

現
状
と
今
後
の
計
画
は
。

松
本
総
務
課
長

平
成
20
年
度
よ
り
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
条
例
を
制
定

し
て
、
現
在
482
件
、
810
万

ほ
ど
の
寄
附
金
を
い
た
だ

い
て
基
金
積
立
を
行
っ
て

い
る
。
１
万
円
の
寄
附
で

送
料
込
５
千
円
相
当
の
特

産
物
を
町
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね

て
メ
ロ
ン
、
イ
チ
ゴ
、
梨
、

牛
肉
等
を
贈
呈
し
て
い
る
。

特
に
今
年
に
入
っ
て
か
ら

寄
附
者
が
急
増
し
て
い
る
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
る
が
今
後
は
、

贈
呈
品
の
種
類
も
増
や
し

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申

し
込
み
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決

質
問
　

本
町
の
鳥
獣
害
の

現
状
と
今
後
の
対
策
は
。

小
林
農
林
課
長

被
害
額
は
過
去
４
年
間
で

３
千
200
万
円
ほ
ど
で
あ
る

が
、
最
近
で
は
猿
の
被
害

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

近
隣
県
を
含
め
広
域
で
連

携
し
て
補
助
金
の
額
を
統

一
し
て
駆
除
を
や
っ
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
駆

除
隊
も
不
足
し
て
い

る
の
で
農
林
課
の

職
員
も
罠
免
許
を

取
得
し
た
が
、
実

害
を
受
け
ら
れ
る

農
林
家
の
免
許
取

得
も
推
進
し
て
捕
獲

活
動
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

Ｑ

企
業
誘
致
に
つ
い
て
の

位
置
づ
け
は

Ａ

地
域
資
源
の
活
用
を

Ｑ

鳥
獣
害
対
策
の
現
状
は

Ａ

近
隣
県
と
連
携
し

Ｑ

ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後
の
取
組
は

Ａ

寄
附
者
の
利
便
向
上
を

Ｑ

町
道
・
生
活
道
の
整
備
、計
画
は

Ａ

優
先
順
位
を
つ
け
て

シカによる剥離被害贈呈用メロン



質
問
　

町
全
体
で
は
こ
の

10
年
ほ
ど
で
毎
年
平
均
102

名
の
若
い
人
た
ち
が
町
外

へ
転
出
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
こ
の
10
年
で
、
約

千
人
も
の
若
い
人
が
町
外

に
出
て
い
る
。
人
口
流
出

対
策
が
取
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
槻
木
に
傾
斜
配
分
的

に
予
算
を
投
入
す
る
、「
槻

木
夢
ビ
ジ
ョ
ン
」
計
画
を

図
式
的
に
見
る
な
ら
ば
町

当
局
を
あ
げ
て
町
長
の
出

身
地
域
へ
公
金
を
投
入
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

一
般
質
問

たらぎ議会だより　第97号／10

指
定
管
理
者
企
業
の
破
産
、

多
良
木
高
校
再
編
問
題

（
普
通
・
体
育
コ
ー
ス
を

南
稜
高
校
へ
）、
そ
し
て

あ
さ
ぎ
り
町
へ
の
全
日
本

武
道
具
・
ナ
ビ
ッ
ク
の
移

転
と
い
う
政
治
的
な
大
敗

北
を
喫
し
て
お
ら
れ
る
。

「
夢
ビ
ジ
ョ
ン
計
画
」
は

早
々
に
や
め
て
、
今
後
は

現
実
に
立
脚
し
た
税
の
公

平
な
分
配
と
い
う
観
点
か

ら
町
全
体
を
眺
め
、
住
民

が
納
得
さ
れ
る
政
策
に
変

更
す
べ
き
で
は
。

岡
本
企
画
観
光
課
長

「
槻
木
夢
ビ
ジ
ョ
ン
実
施

計
画
」
に
関
し
て
は
町
が

一
方
的
に
進
め
る
も
の
で

は
な
く
地
元
住
民
と
協
議

し
、
実
現
で
き
る
も
の
か

ら
取
り
組
ん
で
い
く
。
27

年
度
に
予
算
化
し
て
い
る

ら
立
っ
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
文
脈
か
ら
出
さ
れ
た

「
統
廃
合
を
早
く
進
め
る

よ
う
に
」
と
い
う
国
か
ら

の
サ
イ
ン
で
あ
る
。
一
昨

年
、
人
吉
市
で
は
３
校
が

廃
校
に
な
っ
て
い
る
。
県

は
県
南
・
県
北
に
か
か
わ

ら
ず
統
廃
合
を
進
め
て
き

た
。
し
か
し
昨
年
４
月
に

槻
木
小
が
再
開
校
し
た
。

こ
れ
が
原
因
で
県
の
統
廃

合
が
進
め
に
く
く
な
っ
た

と
聞
く
。
そ
し
て
県
は
８

年
間
も
の
長
き
に
わ
た
り

結
論
を
出
せ
ず
に
い
た

「
多
良
木
高
校
実
質
廃
校
」

の
素
案
を
槻
木
小
再
開
校

か
ら
「
半
年
後
」
の
10
月

に
出
し
て
い
る
。
物
事
に

は
原
因
と
結
果
が
あ
り
、

政
治
に
は
裏
と
表
が
あ
る
。

多
良
木
高
校
実
質
廃
校
の

遠
因
は
槻
木
小
再
開
校
で

は
な
か
っ
た
の
か
。

町
長
　

私
は
槻
木
小
再
開

校
が
多
良
木
高
校
廃
校
に

つ
な
が
っ
た
と
い
う
こ
と

で
は
決
し
て
な
い
と
思
っ

質
問
　

国
は
公
立
小
中
学

校
の
統
廃
合
の
指
針
を

「
手
引
案
」
と
し
て
い
る

が
、
全
国
で
統
廃
合
が
進

ま
な
い
事
に
国
も
県
も
い

の
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
用
地

取
得
費
の
み
で
あ
る
。
未

だ
計
画
の
段
階
で
あ
る
が
、

空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な

ど
の
予
算
は
議
会
の
理
解

を
得
た
う
え
で
28
年
度
に

予
算
化
の
予
定
で
あ
る
。

て
い
る
。
県
知
事
も
国
も

委
員
も
「
小
中
学
校
の
統

廃
合
は
慎
重
に
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
っ

て
い
る
。
多
良
木
高
校
の

問
題
と
小
中
学
校
の
統
廃

合
に
関
す
る
相
関
関
係
は

な
い
と
思
う
。
県
の
幹
部

の
話
で
は
地
方
創
生
の
観

点
か
ら
、
地
域
活
性
化
を

応
援
し
て
い
き
た
い
と
言

っ
て
い
る
。

吉
瀬
浩
一
郎
議
員

「
槻
木
夢
ビ
ジ
ョ
ン
計
画
」
は
と
り
や
め
る
べ
き
で
は

Ｑ

来
年
度
も
予
算
を
あ
げ
る
計
画
で
あ
る

Ａ

高校廃校の遠因は槻木小再開校ではないのかＱ

そうではない県も応援すると言っているＡ

施設活用が期待される多良木高校

再開校された槻木小学校



_

質
問
　

町
と
し
て
は
、
民

間
と
競
合
す
る
介
護
事
業

の
あ
り
方
の
見
直
し
、
官

民
連
携
に
よ
る
町
全
体
の

福
祉
施
設
配
置
の
バ
ラ
ン

ス
の
検
討
と
福
祉
事
業
の

展
開
を
検
討
す
る
た
め
の

協
議
会
の
設
立
に
よ
る
合

理
化
を
図
る
事
。
槻
木
夢

ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
り
検
討
さ

れ
て
い
る
介
護
施
設
は
、

出
張
所
（
サ
テ
ラ
イ
ト
）

的
運
営
に
よ
る
合
理
化
を

す
べ
き
だ
と
思
う
。
老
朽

化
が
進
む
久
米
奥
野
の
、

多
良
木
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
施
設
の
在
り
方
、

そ
し
て
、
民
間
と
競
合
し

て
い
る
運
営
の
在
り
方
等

の
合
理
性
を
ど
う
お
考
え

か
。

町
長
　

老
朽
化
に
よ
る
大

幅
改
修
を
し
、
こ
こ
４
～

５
年
は
い
い
と
報
告
を
受

け
て
い
る
。
そ
の
間
に
財

源
状
況
を
考
え
、
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
。

質
問
　

現
在
、
福
祉
と
癒

し
の
湯
と
し
て
、
ま
た
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
の
転
換
を
計
画
さ
れ

る
中
、
運
営
に
於
い
て
は
、

プ
ラ
ス
収
入
へ
の
転
換
の

可
能
性
に
つ
い
て
の
検
討

が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

こ
で
、
収
入
増
・
雇
用
拡

大
へ
と
繋
が
る
為
の
複
合

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
物
産

館
・
食
の
場
・
図
書
・
休

憩
・
シ
ア
タ
ー
室
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
、
各
年
齢
層

の
交
流
と
情
報
交
換
を
目

的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
提
案
す

る
。
駅
も
近
く
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
へ
の
ア
ク

セ
ス
も
良
く
、
大
型
バ
ス

駐
車
可
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

大
会
開
催
地
で
も
あ
る
。

郡
内
一
の
立
地
条
件
で
あ

る
。
ま
た
、
え
び
す
の
湯

に
つ
い
て
は
、
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

に
よ
る
電
気
料
の
軽
減
を

計
画
さ
れ
て
い
る
。
含
水

量
70
％
の
チ
ッ
プ
を
町
内

調
達
使
用
と
あ
る
が
維
持

管
理
費
の
負
担
増
に
な
り

は
し
な
い
か
。
人
口
変
動

を
考
慮
す
る
と
、
長
期
的

投
資
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
必

要
最
小
限
の
規
模
で
の
計

画
に
す
べ
き
だ
と
思
う
。

町
長
　

熱
源
の
変
更
に
つ

い
て
は
、
一
つ
は
電
気
料

の
削
減
、
二
つ
目
は
本
町

の
木
材
を
生
か
し
た
林
業

の
活
性
化
が
目
的
で
、
地

球
環
境
、
CO2
の
問
題
と
し

て
は
い
い
方
向
だ
と
思
う
。

赤
字
の
削
減
と
な
り
憩
い

の
場
、
福
祉
の
場
と
し
て

提
供
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ

い
て
は
、
即
答
は
出
来
な

い
が
、
方
向
と
し
て
は
頭

に
入
れ
て
お
い
た
方
が
良

い
と
思
っ
て
い
る
。

たらぎ議会だより　第97号／11

一
般
質
問

る
。
現
在
、
そ
の
間
の
狭

い
道
路
を
、
大
型
ト
ラ
ッ

ク
が
行
き
来
し
、
地
域
住

民
の
日
々
の
安
全
が
脅
か

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
異

常
気
象
に
よ
る
未
曽
有
の

水
害
時
、
国
道
219
が
不
通

に
な
っ
た
場
合
、
本
町
の

み
な
ら
ず
水
上
村
・
湯
前

町
の
命
の
道
路
に
も
な
り

得
る
。
こ
れ
か
ら
は
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

に
繋
が
り
、
産
業
道
路
・

観
光
道
路
・
ス
ポ
ー
ツ
競

技
等
の
活
用
と
し
て
様
々

な
収
入
・
集
客
の
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ

の
道
路
の
重
要
性
を
し
っ

か
り
認
識
し
て
戴
き
た
い
。

命
の
道
路
・
地
方
創
生
の

為
の
道
路
と
し
て
の
位
置

づ
け
を
ど
う
お
考
え
い
た

だ
く
か
。

久
保
環
境
整
備
課
長

ふ
る
さ
と
農
道
は
、
現
在
、

錦
町
で
錦
南
部
地
区
の
基

幹
農
道
整
備
事
業
と
し
て

進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
球
磨
郡
南
部
地
区
の
湯

質
問
　

久
米
地
区
「
ふ
る

さ
と
農
道
南
回
り
線
」
は
、

10
年
程
前
に
青
写
真
が
作

成
し
て
あ
る
が
、
湯
前
城

泉
寺
か
ら
岡
原
ま
で
が
未

開
通
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

前
町
か
ら
人
吉
市
ま
で
を

つ
な
ぐ
農
道
の
整
備
事
業

と
し
て
ル
ー
ト
の
選
定
等

を
し
、
県
と
共
に
検
討
し

な
が
ら
、
事
業
採
択
に
向

け
て
取
り
組
み
た
い
。

町
長
　

日
本
遺
産
も
大
き

な
後
押
し
に
な
る
と
思
っ

て
い
る
。
奥
球
磨
へ
呼
び

込
む
為
に
も
こ
の
道
路
整

備
は
必
要
で
あ
り
、
調
整

を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

髙
橋
裕
子
議
員

久米地区ふるさと農道の
位置づけはＱ

ルート選定を考慮してＡ

ト
ッ
プ
と
し
て
、
公
共
施
設
の

経
営
安
定
へ
の
取
り
組
み
は

Ｑ

議
論
を
し
な
が
ら
進
め
た
い

Ａ

未改良の区間の久米地区
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質
問
　

町
長
は
、
ま
だ
や

り
残
し
の
仕
事
が
あ
る
の

で
３
期
目
に
出
馬
し
た
い

と
言
わ
れ
た
が
、
そ
の
や

り
残
し
の
施
策
は
、
現
在

ど
の
様
に
推
移
し
て
い
る

か
。
ま
だ
残
っ
て
い
る
の

で
有
れ
ば
ス
ピ
ー
ド
感
が

足
ら
な
か
っ
た
の
で
は
。

そ
れ
と
も
新
し
い
政
策
事

案
が
発
生
し
た
の
か
。
そ

う
あ
れ
ば
４
期
目
も
再
度

出
馬
さ
れ
る
か
ま
た
、
残

任
期
間
の
最
重
点
取
り
組

み
の
施
策
課
題
は
、
何
か

伺
い
た
い
。

町
長
　

少
子
化
を
止
め
町

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

く
と
云
う
事
が
、
ま
だ
行

わ
れ
て
い
な
い
。
多
良
木

高
校
の
問
題
、
槻
木
夢
ビ

ジ
ョ
ン
の
問
題
等
、
こ
れ

か
ら
や
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
な
の
で

頑
張
っ
て
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
う
。
４
期
目
出
馬

・
不
出
馬
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
、
全
然
考
え

て
い
な
い
。
最
重
要
課
題

と
し
て
、
や
は
り
一
次
産

業
の
活
性
化
に
尽
き
る
と

思
う
。

中
村
正
德
議
員

Ｑ

４
期
目
の
出
馬
は

Ａ

Ｑ

基
金
は
ど
れ
だ
け

減
っ
た
の
か

Ａ

４
億
５
千
万
円
減
っ
た

子
ど
も
の
給
食
費
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
の
責
任
で

や
っ
て
い
く
の
が
、
重
要

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。
段
階
的
助
成
（
２
割
、

５
割
）
に
つ
い
て
は
、
そ

う
い
う
金
額
の
大
小
で
は

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
今

後
、
議
会
と
の
話
し
合
い

の
中
で
、
私
な
り
に
理
解

出
来
た
り
、
ま
た
、
逆
に

私
の
言
う
事
を
皆
様
方
が

分
か
っ
て
頂
け
れ
ば
話
し

合
い
で
議
論
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問
　

給
食
費
半
額
助
成

に
つ
い
て
、
町
長
は
給
食

費
は
、
親
が
出
す
べ
き
で

あ
り
今
後
も
半
額
助

成
は
、
出
来
な
い
と

答
弁
さ
れ
て
い
る
が
、

段
階
的
助
成
も
出
来

な
か
っ
た
の
か
、
今

後
、
再
度
議
員
発
議

を
出
し
議
決
を
し
た

場
合
で
も
再
議
を
出

さ
れ
廃
案
と
さ
れ
る

の
か
。

町
長
　

基
本
的
に
は
、

質
問
　

町
長
は
、
よ
く
地

方
債
残
高
（
借
金
）
を
10

億
円
減
ら
し
た
と
言
わ
れ

る
が
、
そ
れ
で
は
、
先
人

達
が
蓄
え
た
基
金
（
貯
金
）

は
、
ど
の
位
減
ら
さ
れ
た

の
か
。

町
長
　

貯
金
（
基
金
）
に

つ
い
て
は
、
平
成
16
年
度

末
に
約
34
億
６
千
万
円
が
、

平
成
26
年
度
末
で
、
約
30

億
１
千
万
円
な
の
で
、
４

億
５
千
万
円
減
っ
て
い
る
。

Ａ

Ｑ 給食費半額助成は

保護者の責任で

写真は、イメージです。

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

すべての基金の推移
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豊
永
好
人
議
員

質
問
　

多
良
木
高
校
の
跡

地
を
最
大
限
活
用
し
地
方

創
生
と
多
良
木
町
の
活
性

化
に
繋
が
っ
て
い
け
ば
と

思
う
が
。

質
問
　

公
立
病
院
は
医
師

不
足
と
共
に
経
営
難
が
予

想
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も

こ
の
よ
う
な
経
営
状
態
が

続
け
ば
負
担
金
が
一
層
多

く
な
る
の
で
は
。

町
長
　

負
担
金
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
４
町
村
長
の

開
設
者
４
人
で
、
赤
字
に

な
ら
な
い
よ
う
に
考
え
て

い
る
が
、
地
域
救
急
病
院

と
し
て
、
こ
の
地
域
に
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
病
院

な
の
で
赤
字
に
な
っ
た
場

合
に
は
当
然
４
町
村
で
負

担
し
て
い
く
事
を
考
え
て

高校の施設、設備についてＱ

学校を残すということが主眼Ａ

Ａ

交
流
人
口
等
々
の
増
加
に
遇
進
し
て
い
く

公
立
病
院
の
安
定
的
経
営
に
つ
い
て

Ｑ

医
師
不
足
解
消
に
全
力

Ａ

地域医療の拠点 公立病院

町
長
　

５
高
校
を
残
そ
う

と
い
う
事
は
郡
町
村
会
で

決
定
で
あ
り
、
６
月
14
日

の
総
会
に
お
い
て
高
校
の

施
設
設
備
を
活
用
す
る
検

討
会
と
い
う
の
を
県
が
設

置
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
に

入
っ
て
良
い
か
と
い
う
確

認
を
し
た
。
多
良
木
高
校

の
施
設
設
備
を
学
校
と
し

て
存
続
す
る
。
趣
旨
的
に

は
、
多
良
木
町
に
高
校
を

残
す
と
い
う
こ
と
が
主
眼

で
は
あ
る
。

質
問
　

人
吉
、
球
磨
地
域

が
文
化
庁
の
日
本
遺
産
の

認
定
を
受
け
町
長
が
人
吉

球
磨
日
本
遺
産
活
用
協
議

会
の
副
会
長
の
役
職
で
あ

る
。
今
後
の
本
町
取
り
組

み
や
地
方
創
生
と
ど
う
絡

ま
せ
て
本
町
の
活
性
化
に

繋
げ
て
い
く
の
か
。

町
長
　

副
会
長
と
い
う
こ

と
で
、
人
吉
・
球
磨
10
市

町
村
で
連
携
を
し
て
い
る
。

人
吉
球
磨
地
域
は
三
十
三

観
音
を
は
じ
め
多
く
の
文

化
財
が
豊
富
な
地
域
で
あ

り
、
そ
れ
を
な
か
な
か
活

か
し
き
れ
な
か
っ
た
。
今

回
の
認
定
で
脚
光
を
浴
び

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

人
吉
球
磨
の
交
流
人
口
等

々
の
増
加
に
遇
進
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
る
。

広大な敷地の多良木高校

日
本
遺
産
の
活
用
は

Ｑ

い
る
。
今
後

も
、
重
要
な

問
題
と
し
て

医
師
不
足
解

消
に
全
力
で

取
り
組
み
た

い
。



たらぎ議会だより　第97号／14

倫
理
条
例
・議
員
発
議　今回、私ごとでございますが、「多良木町議員政治倫理条例」第３条に関連すること

につきましてご報告を申し上げます。
　今般、私の関係するところを調査しましたところ、平成26年度中に私の二親等の親
族が、町の設計監理業務委託契約を行っているということが判明いたしました。
　このことにつきましては、二親等の親族が、業務委託を辞退するよう努めるべきと
ころを私の親族に対する働きかけが至らなかったためと皆様に大変ご迷惑をおかけい
たしました。
　このことに対しお詫びを申し上げます。
　なお、平成27年度以降につきましては、町民の皆様に対し、疑惑の念を抱かせるこ
とのないようしなければならないということで、町の業務委託については一切辞退す
るということでございます。
　以上報告いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 多良木町議会議長　村 山　　昇

議長、本会議にて陳謝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 提出者　久保田 武治 議員
「要請事項」
現在、国会で審議中の憲法９条を破壊する「安全保障法案」を廃案にすること。

（提出の理由）
　安倍内閣が提出し、現在審議中の「安全保障法案」は、①６月４日の衆院憲法審査会で参
考人招致された憲法学者３人全員が「憲法違反」の判断を下したこと。②歴代の政権が集団
的自衛権は、憲法上の制約で不可能としてきたこと。③日本が攻撃されていなくても、自衛
隊が米国の起こす戦争に参戦し、海外で米軍と共に戦う可能性があること。
　７０年前の侵略戦争の反省から、政府の行為によって二度と戦争をしないと誓った日本を
「海外で戦争する国」にしようとする安倍政権の暴挙は絶対に許されない。
　したがって政府、国会がこの法案を廃案にされるよう求める。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

議 員 発 議

　今回、自分自身の危険に対し武力の行使の
「新三要件」による厳格な歯止めを法律案の
中にしっかりと書き、そしてさらに国会の承
認を得てはじめて集団的自衛権を行使できる
ということです。
　国民の命と平和な暮らしを守りぬく責務は
政治家にあると考え国会は最後まで論議を尽
くすべきと考えこの発議に反対致します。

　今、国会で審議されている法案は「国民を

守る為の法案」だと言われますが、世界から

見ると「戦争ができる法案」です。歴代の総

理も「民意が得られないとして白紙にすべき」

と言われています。

　この意見書を出すことに賛成です。

反対 賛成豊永好人議員 源嶋たまみ議員

賛成：２ ・ 反対：８ ・ 棄権：１

多良木町議会活性化特別委員会設置に関する決議について
提出者　　林田　俊策 議員
賛成者　　中村　正德 議員  ・  吉瀬浩一郎 議員

上記の議案を、多良木町議会会議規則第13条第１項及び第２項の規定により提出した。

可
決

否
決



たらぎ議会だより　第97号／15

陳
情
・要
望 平成27年度　町議会主軸事業に関する平成27年度　町議会主軸事業に関する

県選出国会議員への陳情・要望県選出国会議員への陳情・要望
平成27年度　町議会主軸事業に関する平成27年度　町議会主軸事業に関する
県選出国会議員への陳情・要望県選出国会議員への陳情・要望

平成27年度　町議会主軸事業に関する
県選出国会議員への陳情・要望

　地方においては、依然として過疎化・少子高齢化が進展している中、住民が誇りと希望を持った
活力ある地域社会を構築することは、地方自治体にとって最も重要な課題であります。
　本町は農林業を基幹産業としており、土地基盤整備事業が実施された区域にあっては、稲作を中
心に複合的な経営が行われておりますが、北部台地においては、土地基盤の整備が遅れ、農業の近
代化を図る上で大きな障害となっております。林業においても、林業生産活動の低下が進行してい
ることから、林業振興策の拡充強化が強く求められています。
　また、有害鳥獣による被害が多発していることから、抜本
的な被害防止対策が急務となっております。
　さらに生活に欠かせない道路においても、未改良区間が残
っており、産業経済発展の停滞の一因になっております。
　このような状況を鑑み、国におかれましては、財政基盤の
弱い町村を重点的に活性化し、地域経済の再生、若者も定住
する豊かで住みよい地域社会を築くため、次の事項について、
格段のご支援、ご配慮を賜りますようお願い申し上げます。

◎安全で安心できる国土づくりに関する提案及び要望

◎農林業の振興と活力ある農山村の建設に関する提案及び要望

陳情・要望事項 提　案　の　要　旨 関　　　　係　　　　事　　　　項

安全で安心でき

る国土づくりに

関する提案及び

要望

地方道の整備に必要な予算の確保
を図られたい

(1)主要地方道人吉水上社会資本整備総合交付金（広域）事業の促進
(2)主要地方道錦湯前線防災安全交付金（改築）事業の促進
(3)一般県道中河間多良木線道路整備事業の促進
(4)一般県道梶屋多良木線道路整備事業の促進
(5)町道中島線社会資本整備総合交付金（一般改築）事業の促進
(6)町道口の坪覚井線道整備交付金事業の促進

農林業の振興と

活力ある農山村

の建設に関する

提案及び要望

国営川辺川土地改良事業について
必要な支援を図られたい

多面的機能支払交付金事業につい
て十分な予算確保を図られたい

農業生産基盤の整備に必要な予算
の確保を図られたい

(1)県営畑地帯総合整備事業（担い手育成型）大久保地区（継続地区）
(2)県営水利施設整備事業（基幹水利施設保全型）第二多良木地区（継続地区）

治山事業の推進を図られたい
(1)山地災害の防止等地域の安全性を確保するための治山事業の計画的な推進
(2)保安林整備事業の積極的な推進

森林・林業再生基盤づくり交付金
事業の推進を図られたい

森林の再生に向け間伐等の促進に
対する補助制度の創設を図られたい

有害鳥獣による被害防止に関し、
抜本的な対策を図られたい

１　継続事業の事業促進にとどまらず、地方道においては、まだまだ緊急車両などの通行に支障をきたすような未改良区
　間や幹線道路整備も多くあり、来年度の予算要望へ向けての新規路線の改良要望にも格段のご配慮をいただきたい。
２　球磨川流域における住民の安全を守る治水対策として、無堤防地区の整備や河川内の土砂掘削等の河川改修事業を積
　極的に推進いただきたい。
３　全国森林環境税創設の早期実現を推進いただきたい。

そ
の
他

平成28年度  多良木町主軸事業要望事項

金子代議士への陳情
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今
年
の
梅
雨
は
長
い
。
そ
ん
な
中
、

明
治
日
本
の
革
命
遺
産
が
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
。
ま
た
、
球
磨
地
方
の
文

化
が
日
本
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
先
人

達
の
偉
大
さ
を
改
め
て
感
じ
る
。
多
良

木
町
に
も
先
人
が
残
し
た
偉
大
な
遺
産

が
有
る
。
広
大
な
人
工
林
で
あ
る
。
町

で
は
四
年
前
か
ら
雇
用
促
進
の
一
環
と

し
て
皆
伐
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
今
年

も
町
有
林
、
久
米
財
産
区
（
有
林
）
合

わ
せ
て
22
㌶
の
皆
伐
事
業
が
議
会
で
承

認
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
の
町
の
雇
用
の

場
と
し
て
の
役
割
を
期
待
す
る
と
と
も

に
感
謝
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

今
国
会
で
安
保
法
案
が
審
議
さ
れ
て

い
る
。
議
員
で
発
議
し
た
議
員
倫
理
条

例
も
条
文
の
不
備
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
法
で
定
め
る
事
の
難
し
さ
を

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　

国
民
を
守
る
法
が
国
民
を
危
険
に
さ

ら
す
事
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

こ
の
97
号
か
ら
新
し
い
広
報
委
員
で

担
当
し
ま
す
。
ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。  　
　
　
　
　

（
山
中
）

たらぎ議会だより　第97号／16

広
報
特
別
委
員
会
構
成

◎
山
中
　
　

馨
　

久
保
田
武
治

○
髙
橋
　

裕
子
　
　

佐
　

信
行

　

林
田
　

俊
策
　

豊
永
　

好
人

後

編

集

記

発
行
／
多
良
木
町
議
会

〒
８
６
８-

０
５
９
５ 

熊
本
県
球
磨
郡
多
良
木
町
多
良
木
１
６
４
８
番
地

編
集
／
議
会
広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会
　

平
成
27
年
８
月
６
日
発
行

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
６
６-

４
２-

６
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
６
６-

４
２-

２
２
９
３

５
月
11
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
１
回
　

多
良
木
町
議
会
（
５
月
会
議
）

　
　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
度
　

第
６
回
　

議
会
全
員
協
議
会

　
　

28
日
　
　
　

 　

 

〃
　

 　

 

第
７
回
　

議
会
全
員
協
議
会

６
月
４
日
　
　
　

 　

 

〃
　

 　

 

第
８
回
　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

 　

 

〃
　

 　

 

議
会
運
営
委
員
会
（
６
月
定
例
会
議
）
１
回
目

　
　

10
日
　
　
　

 　

 

〃
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
（
　
　

 

〃 　
　

）
２
回
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

第
９
回
　

議
会
全
員
協
議
会

　
　

10
～
17
日
　

 　

 

〃
　
　
　

第
２
回
　

多
良
木
町
議
会
（
６
月
定
例
会
議
）

　
　

16
日
　
　
　

 　

 

〃
　
　
　

第
10
回
　

議
会
全
員
協
議
会

　
　

17
日
　
　
　

 　

 

〃
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
（
６
月
定
例
会
議
）
３
回
目

７
月
１
～
３
日
　

上
京
陳
情
及
び
先
進
地
視
察
研
修

　　

他
　

＊
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　

＊
厚
生
環
境
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　

＊
議
会
広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会 

（
６
月
24
日
・
７
月
８
日
・
15
日
・
22
日
）

　
　
　

＊
一
部
事
務
組
合
議
会
　
　

球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院
企
業
団
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
球
磨
消
防
組
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
辺
川
土
地
改
良
事
業
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

監
査
委
員
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
の
会
議
が
あ
り
ま
す
。
　

a
a
a
a
a
a
aa

議
会
活
動

◆
お
問
い
合
わ
せ　

多
良
木
町
議
会
事
務
局

@
４
２
ー
１
２
６
５

議
会
の
傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い

田植え準備ＯＫ田植え準備ＯＫ田植え準備ＯＫ

ここから
　始まる・

・・


